
プレゼンテーション表紙サンプル （スライドサイズ 4：3 25.4 x 19.05cm）

GIGAスクール構想のもとでの
総合的な探究の時間の指導について（高等学校）



小学校学習指導要領 第2章 第5節 生活 第3の２⑷

総合的な探究の時間の指導においてICTを活用する際のポイント
学習指導要領との関連（高等学校学習指導要領 第４章 第3の２⑸）
探究の過程においては、コンピュータや情報通信ネットワークなどを適切かつ効果的に活用して、情報を

収集・整理・発信するなどの学習活動が行われるように工夫すること。その際、情報や情報手段を主体的
に選択し活用できるよう配慮すること。

ICT活用の特性・強み（「2020年代に向けた教育の情報化に関する懇談会」最終まとめP13）
①多様で多量の情報を収集、整理・分析、まとめ、表現することができ、カスタマイズが容易であること
②時間や空間を問わずに音声・画像・データ等を蓄積・送受信でき、時間的・空間的制約を超えること
③距離に関わりなく相互に情報の発信・受信のやりとりができるという、双方向性を有すること

学習の質を高めるポイント
①課題の設定・・・グローバルな課題、ローカルな課題、情報の蓄積による個に応じた

課題設定が可能（STEAM、SDGｓ、地域活性化などと連動）
②情報の収集・・・多様な情報、多量な情報、最新の情報、加工しやすい情報を、い

つでも、どこでも、素早く、手軽に調査し収集することが可能
③整理・分析・・・デジタルデータを検索、分析するなどして情報を再構成したり、プログ

ラミング的思考を育成したりすることが可能
④まとめ・表現・・・校内のみならず、国内外への多様な発信、手軽な制作と加工の繰

り返し、成果物の継続的な蓄積が可能



高齢者の健康寿命を延ばそうと考え、第1回健康教室を実施した。
その後、当日のアンケートやインタビューの他に、1週間後の様子など、
ウェブ会議ソフトで調査したことを基にグループで協議し、自分たちの考
えた健康教室の取組を評価し改善案を考えられるようにする。

多様な情報、多量な情報、最新の情報、加工しやすい情報を、いつでも、どこ
でも、素早く、手軽に調査し収集することが可能
インターネット検索、電子メールによる質問、ウェブ会議ソフトを活用した取材など
を通して情報を収集していくことが考えられる。
その際、収集した多様で多量の情報をクラウド上に適切に整理・保存して、蓄
積した情報の取り出しや共有が必要に応じて簡便に行えるように配慮する。

本事例は、第１回健康教室を実施したことによる、高齢者の健康に対する意識の変化
について情報を収集する。ウェブ会議ソフトを活用したインタビューとアンケート機能を併用す
ることで、主観的で感覚的な情報と、数値化された客観的な情報を幅広く多様に収集す
る。これらの情報を個別フォルダに蓄積しながらも、グループでも共有することで、いつでも、ど
こでも、繰り返し、瞬時に確認することができるようにする。

事例の概要

ICT端末の活用のポイント

活動のねらい【個と集団の学びの深まり】

高齢者の健康寿
命を延ばそう。

先行研究やアン
ケート調査で情報
収集する。

調査結果を整理・
分析する。

第2回健康教室を
実施する。

高等学校・第３学年・総合的な探究の時間・「町民の健康寿命を延ばそう」①



オンライン会議シス
テム

でのインタビュー

コメント機能

【ICT端末の活用についての配慮事項】
• 情報収集の方法は、目的や場面に応じて適切に選択・判断できるようにする。例
えば，相手方のICT環境（カメラ機能や通信環境など）を確認する。

• 収集した情報を適切な方法で蓄積するために、収集した場所や相手、期日などを
明示する。

• 通信状況などによる接続できない場合の対応方法やプライバシーの保護などにおけ
るオンライン上のコミュニケーションについて事前指導する。

• 実際に訪問し、見学や体験をしたりインタビューしたりすることなども積極的に行う。

【アンケート機能の活用】

【オンライン・インタビュー】

〇 活用したソフトや機能：学習支援ソフト（ファイル共有機能、コメント機能）、ウェブ会議ソフト

【ICT端末の活用のメリット】
• 健康教室の1週間後にウェブ会議ソフトを活用し，高齢者の方と健康トレーニン
グの取組状況についてインタビューすることで、｢食事がおいしくなった｣｢ぐっすり寝ら
れるようになった｣などの主観的で感覚的な情報を遠隔地でも誰でも収集できる。

• 健康教室当日・1週間後におけるアンケートは、学習支援ソフトのアンケート機能
を活用することで、健康トレーニングの時間や回数などの数値化した情報を簡便
に収集できる。

• 言語化した情報、数値化した情報を個別の蓄積を基本としながら、グループによ
る共有フォルダの活用による蓄積方法も用いることで、より多様で多量な情報を
収集できる。

共有フォルダの活用

【共有フォルダの活用】

高等学校・第３学年・総合的な探究の時間・「町民の健康寿命を延ばそう」②
~ICT端末を使って、多量で多様な情報を収集する~


